
　

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
は
、
安
全
・

安
心
な
社
会
づ
く
り
を
学
ぶ
日
本
初
の
学

部
だ
。
自
然
災
害
や
社
会
災
害
（
事
故
）

を
中
心
に
、
食
の
安
全
や
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
な
ど
も
幅
広
く
学
べ
る
文
理
融
合

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　

４
年
間
の
学
び
の
土
台
と
な
る
知
識
を

幅
広
く
理
解
す
る
科
目
が
、
１
年
次
必
修

科
目
の
「
社
会
安
全
学
総
論
Ⅰ･

Ⅱ
」
だ
。

前
期
は
学
部
独
自
で
作
成
し
た
教
科
書
に

基
づ
き
、
社
会
安
全
の
基
礎
知
識
を
学
ぶ
。

後
期
は
、
同
学
部
の
教
員
28
人
全
員
に
よ

る
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
の
授
業
が
行
わ
れ
、

安
全･

安
心
を
学
ぶ
に
は
、
法
学
や
経
済

学
、
心
理
学
、
教
育
学
、
情
報
学
な
ど
、

自然災害・社会災害の最小化を目指し
文理融合で実践的な知識を学ぶ

関西大学 社会安全学部

社
会
が
直
面
す
る
安
全
上
の

問
題
を
多
様
な
視
点
か
ら
学
ぶ

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

社会安全学部
安全マネジメント学科３年
加藤亨典
かとう・きょうすけ
大阪府・私立関西大倉中
学校・高校卒業。社会貢献
できる学びを求めて入学。

社会安全学部
安全マネジメント学科４年
梶谷裟和
かじたに・さわ
大阪府・私立追手門学院
中学校・高校卒業。卒業後
は、大学院に進学予定。

大阪府の各市町村の
災害リスク評価を研究中です
地震や津波などの自然災害のリスクを示す「曝

ばく

露
ろ

量」
と、災害に対する社会や経済の脆

もろ

さを表す「脆
ぜい

弱
じゃく

性」
をかけ合わせ、災害リスク評価を出しています。現在
は、地道な計算を根気強く行っています。（梶谷さん）

ゼミの学びを
世界遺産の修復に役立てています
アンコール遺跡にあるバイヨン寺院の石積みの劣化が年々ど
の程度進むのか、レーザースキャナーを使って計測しました。
遺跡に興味のある私は、世界遺産の修復にかかわることがで
き、学びにも力が入ります。（加藤さん）

学部内外で研究を発表し、
発表スキルも磨けます
３年次の後期にゼミの中間発表会
に参加。ほかのゼミの教授や学生
にも聞いてもらうため、分かりや
すい発表を心がけました。その経
験が学会発表などにも生かされて
います。（梶谷さん）
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多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ
と
を
理
解

す
る
。
４
年
生
の
梶か

じ

谷た
に

裟さ

和わ

さ
ん
は
、
高

校
時
代
は
理
系
だ
っ
た
が
、
心
理
学
に
も

興
味
が
あ
り
、
高
校
の
先
生
に
勧
め
ら
れ

て
文
理
融
合
の
同
学
部
に
入
学
し
た
。

　
「
１
年
次
に
は
、
心
理
学
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
の
好
き
な
数
学
が
生
か
せ
る
、
地
震

を
分
析
す
る
授
業
な
ど
も
受
け
ま
し
た
。

文
理
問
わ
ず
幅
広
く
学
ぶ
中
で
、
自
分
が

ど
の
よ
う
な
研
究
を
し
た
い
の
か
を
じ
っ

く
り
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

　

３
年
生
の
加
藤
亨き

ょ
う

典す
け

さ
ん
も
、
次
の
よ

う
に
同
科
目
を
振
り
返
る
。

　
「
入
学
前
は
、
漠
然
と
防
災
や
減
災
に

つ
い
て
学
び
、
社
会
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、後
期
の
授
業
で
『
地

盤
災
害
』
を
担
当
さ
れ
た
小こ

山や
ま

倫と
も

史ふ
み

准
教

授
が
、
地
盤
の
研
究
を
遺
跡
修
復
に
役
立

て
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
歴
史
的
な
建
造

物
を
見
る
の
が
好
き
な
私
は
、
興
味
を
持

ち
ま
し
た
」

　

多
様
な
視
点
か
ら
基
礎
を
学
ぶ
同
科
目

が
、
２
年
次
以
降
の
履
修
の
土
台
に
な
っ

て
い
る
。

　　　　

２
年
次
以
降
は
、
津
波
や
地
震
な
ど
の

自
然
災
害
と
、
事
故
防
止
や
危
機
管
理
に

つ
い
て
の
社
会
災
害
、
２
つ
の
分
野
に
関

す
る
専
門
科
目
を
い
ず
れ
も
履
修
す
る
。

　

知
識
の
実
践
的
な
活
用
を
意
識
さ
せ
る

た
め
、
実
習
が
多
数
取
り
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
自
動
車
運
転
の
安
全
性
を

体
験
的
に
学
ぶ
「
社
会
安
全
体
験
実
習
」

や
、
統
計
資
料
を
実
際
に
読
み
解
く
「
統

計
デ
ー
タ
解
析
実
習
Ⅰ
」
な
ど
が
あ
る
。　

　

加
藤
さ
ん
が
一
番
社
会
を
意
識
し
た
の

が
「
社
会
安
全
実
践
演
習
」
と
い
う
授
業

だ
。
４
つ
の
テ
ー
マ
（
＊
１
）
か
ら
１
つ

選
び
、
ロ
ー
ル
プ
レ
ー
イ
ン
グ
を
行
う
。

　
「
私
は
『
合
意
形
成
』
を
選
び
ま
し
た
。

『
あ
る
町
に
放
射
性
廃
棄
物
処
理
場
を
建

設
す
る
』
と
想
定
し
、
行
政
と
市
民
の
２

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
議
論
し
ま
し
た
。
行

政
側
は
合
意
を
得
る
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
市
民
側
に
行
い
ま
す
。
私

は
市
民
と
し
て
、
行
政
に
対
し
て
質
問
や

反
論
を
行
い
ま
し
た
。
現
実
に
そ
の
よ
う

な
問
題
が
起
こ
っ
た
場
合
、
議
論
は
さ
ら

に
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

専
門
知
識
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
の

必
要
性
を
実
感
し
ま
し
た
」

　

３
年
次
か
ら
の
ゼ
ミ
で
は
、
専
門
分
野

に
分
か
れ
、
自
然
災
害
や
社
会
災
害
を
最

小
化
す
る
た
め
の
課
題
に
向
き
合
う
。
加

藤
さ
ん
は
、
地
盤
・
岩
盤
工
学
が
専
門
の

小
山
ゼ
ミ
に
入
り
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
の
保
存
・
修
復
の
た
め
の
作

業
を
行
っ
た
。

　
「
ゼ
ミ
生
が
毎
年
同
地
を
訪
れ
、
石
積

み
の
レ
ー
ザ
ー
計
測
を
行
い
、
劣
化
・
変

状
が
進
行
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
ま
す
。
高
校
時
代
は
文
系
だ
っ
た
の
で
、

デ
ー
タ
解
析
作
業
に
苦
手
意
識
も
あ
り
ま

し
た
が
、
遺
跡
保
護
に
は
欠
か
せ
な
い
作

業
な
の
で
、
先
輩
に
指
導
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
」

　

梶
谷
さ
ん
は
、
同
じ
く
小
山
ゼ
ミ
で
、

得
意
の
数
学
を
生
か
し
て
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
（
＊

２
）
と
い
う
災
害
リ
ス
ク
評
価
に
つ
い
て

研
究
中
だ
。
現
在
、
国
連
大
学
が
国
ご
と

の
災
害
リ
ス
ク
を
公
表
し
て
い
る
が
、
日

本
に
は
市
町
村
レ
ベ
ル
で
災
害
リ
ス
ク
評

価
を
表
し
た
も
の
は
ま
だ
な
い
と
い
う
。

　
「
現
在
は
、
西
日
本
の
市
町
村
の
災
害

リ
ス
ク
評
価
を
算
出
中
で
す
。
各
自
治
体

が
数
値
を
比
較
し
合
い
、
自
分
た
ち
の
町

の
防
災･
減
災
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
対

策
が
必
要
な
の
か
を
考
え
る
上
で
参
考
に

し
て
も
ら
え
る
指
標
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
大
学
院
に
進
学
し
、
そ
の

指
標
を
活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
研
究

を
続
け
る
予
定
で
す
」

　

安
全･

安
心
に
関
す
る
問
題
は
広
範
囲
の

分
野
に
及
ぶ
た
め
、
文
理
融
合
型
の
教
育
を

行
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
文
系
の
入
学
者
が

８
割
と
多
い
た
め
、
専
門
的
な
理
系
分
野
に

進
ん
で
も
戸
惑
わ
な
い
よ
う
、
数
学
や
デ
ー

タ
分
析
な
ど
の
授
業
を
低
学
年
で
充
実
さ
せ

て
い
ま
す
。ま
た
、ど
の
災
害
現
場
に
も「
人
」

が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
く
る
た
め
、
心
理
学

系
の
授
業
が
多
い
の
も
特
徴
で
す
。

　

加
え
て
、
防
災
や
危
機
管
理
に
関
す
る
問

題
は
、
必
ず
現
場
が
あ
る
た
め
、
知
識
を
現

場
で
活
用
で
き
る
よ
う
、
実
習
や
演
習
を
重

視
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
ん
だ
こ
と
を
社

会
で
実
践
で
き
る
よ
う
、
研
究
室
同
士
の
連

携
も
盛
ん
で
す
。
例
え
ば
、「
土
砂
災
害
警

戒
情
報
が
出
て
い
る
の
に
、
な
ぜ
人
は
す
ぐ

に
避
難
し
な
い
の
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
は
、

心
理
学
や
教
育
学
、情
報
学
の
知
恵
を
借
り
、

ど
う
し
た
ら
人
が
避
難
し
よ
う
と
思
え
る
情

報
を
発
信
で
き
る
の
か
を
考
え
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
公
務
員
を
始
め
危
機
管
理
に

か
か
わ
る
分
野
に
就
職
す
る
学
生
も
多
い
で

す
。
ど
の
分
野
に
も
危
機
管
理
に
か
か
わ
る

人
材
は
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
、

幅
広
い
専
門
知
識
と
実
践
力
を
備
え
た
人
材

を
育
成
し
て
い
き
ま
す
。

＊1　 危機管理本部運営、危機管理計画立案、合意形成、クライシスマネジメントの４つ。
＊２　Gross National Safety for natural disasters（自然災害リスク指標）の略。

幅
広
い
知
識
を
融
合
し
、

社
会
の
安
全
を
守
る
人
材
を

大

の

い

学

思
社
会
安
全
学
部

准
教
授

小
山
倫
史

こ
や
ま
・
と
も
ふ
み

危
機
管
理
の
現
場
で
経
験
を
積
み
、

将
来
の
道
を
明
確
化
さ
せ
る

実
習
科
目
を
多
数
設
置
し
、

社
会
で
役
立
つ
実
践
知
を
修
得
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